
  

令和３年度 学校評価計画書（中間） 
石川県立志賀高等学校 

重点目標 具体的取組 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 
判定 
基準 

中間 
評価 

分析と改善 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学力の向上 
魅力ある教材及

び指導法の工夫等
により、学ぶ意欲
を高め、基礎学力
の向上を図る。 
【「わかる授業」の
実践、GIGAスクー
ル構想実現】 
 
 
 

①
  
 
 
 
 
 

・授業の工夫、改善のた
め、IＣT の効果的な活用
に取り組み、生徒の学習
意欲を高める。 
 
 

授業改善により工夫を凝らした授業
実践（ＩＣＴを活用等）が定着しつ
つあり、学習意欲が高まったと答え
る生徒の割合が８１％である。 
 
 
 

【努力指標】 
基礎学力の向上を図る
ため、工夫を凝らした
授業実践（ＩＣＴの活
用等）により、生徒の学
習意欲を喚起する。 
 

「ＩＣＴ機器の活用や、授業中の学び合いによ
って、学習意欲が高まった。」と答える生徒の割
合が 
Ａ：80％以上である。 
Ｂ：70％以上～80％未満である。 
Ｃ：60％以上～70％未満である。 
Ｄ：60％未満である。 

ＣＤは

具体的

な改善

策を検

討 す

る。 

Ａ 
（91％）
＊生徒(5) 

学習意欲が高まったと答
える生徒の割合は高く、
教員の授業改善が評価さ
れている。今後はクロム
ブック等新たな ICT 機器
の理解を深め、さらに活
用することが課題であ
る。 

②
  
 
 
 
 
 

・生徒の実状や進路希望
に応じた家庭学習課題を
課す。 
・生徒指導課や進路指導
課との連携を深め、学習
時間の確保に努める。 

学習意欲の高まりが家庭学習時間の
増加につながり、家庭学習時間の平
均が１時間以上であった生徒の割合
は８４％である。 
 
 
 

【成果指標】 
分かる授業と適切な
質・量の課題により、家
庭学習に自主的に取組
み、学習時間が増加す
る。 
 

家庭学習時間調査の集計結果による、１日平均
学習時間１時間以上の生徒の割合が 
Ａ：80％以上である。 
Ｂ：60％以上～80％未満である。 
Ｃ：40％以上～60％未満である。 
Ｄ：40％未満である。 
 

Ｃ Ｄ は
具 体 的
な 改 善
策 を 検
討する。 

Ａ 
（82％） 

家庭学習の習慣を身につ
け付けさせることができ
ず、割合は微減してい
る。学習の魅力や必要性
を感じさせる授業と、生
活改善の指導を合わせて
行っていく必要がある。 

２ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

進路の実現 

進学意欲の高揚

やキャリア教育を

充実するととも

に、個に応じた指

導を充実させ、進

路実現を図る。 
【「社会人講座」に
よる進路指導の充
実】 
 
 

① 

 

 

 

 

 

 

・進路説明会、社会人講座

や企業見学会等により、

進学や就職に対する意欲

や必要な態度を身につけ

る。 

 

説明会等が参考になった生徒が89％

いたものの、年度当初において自己

の進路についての意識が低く、進路

未定者が若干名いる。 

 

 

 

【満足度指標】 

生徒は進路説明会や講

座等を進路決定のため

に参考にしている。 

 

 

 

「進路説明会、社会人講座、各種マナー講座や

企業見学会等が進路決定のための参考になっ

た。」と答える生徒の割合が 

Ａ：90％以上である。 

Ｂ：80％以上～90％未満である。 

Ｃ：70％以上～80％未満である。 

Ｄ：70％未満である。 

Ｃ Ｄ は

具 体 的

な 改 善

策 を 検

討する。 

 

Ａ 

(93%) 

※生徒 

(4) 

進路課を中心とした積極

的な取組により生徒の意

識も高く、高評価であ

る。今後の行事も充実を

図り、主体的に行動でき

るよう取り組んでいく。 

② 
 
 
 
 
 

・保護者や関係機関と連
携を深め、個に応じた進
路指導の充実を図る。 
 
 

基礎学力や理解力の違いがあるもの
の、79％の保護者が情報提供に満足
され、適切な時期に適切な内容の進
路情報が提供できていた。 
 
 

【満足度指標】 
保護者に進路について
必要な情報が必要な時
期に提供されている。 
 
 

「学校が提供した個別の進路情報に対して満足
している。」と答える保護者の割合が 
Ａ：80％以上である。 
Ｂ：70％以上～80％未満である。 
Ｃ：60％以上～70％未満である。 
Ｄ：60％未満である。 
 

Ｃ Ｄ は
具 体 的
な 改 善
策 を 検
討する。 

 
 

Ａ 

(84%) 

※保護者 

(12) 

積極的な情報発信により
高評価である。今後は個
に応じた適切な情報提
供、進路行事についての
理解と協力を得たい。 

３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本的生活習慣の
確立 
心の教育を実践

するとともに、基
本的生活習慣の確
立や規範意識の高
揚を図る。 
【「心を育て、心を
繋げる生徒指導」4
つの週間実施】 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
 

 
 
 
 

・いじめアンケートを年
３回実施するとともに、
生徒全員に面談をする。 
 
 

個人面談の継続した実施等により、
いじめに対する学校の毅然とした取
組に対して96％の生徒は理解してい
る。 
 
 

【満足度指標】 
生徒が学校はいじめに
対しての取組をしっか
り行っているととらえ
ている。 
 

「学校はいじめに対しての取組をしっかり行っ
ている。」と答える生徒の割合が 
Ａ：80％以上である。 
Ｂ：70％以上～80％未満である。 
Ｃ：60％以上～70％未満である。 
Ｄ：60％未満である。 

Ｃ Ｄ は
具 体 的
な 改 善
策 を 検
討する。 

 
 

Ａ 
（94％）
＊生徒(20) 

アンケート後の担任によ
る個人面談及び生徒課・
相談課の取り組みにより
高評価である。今後も早
期発見と相談体制を維持
し、問題行動に対して全
職員で共通理解をもって
連携し、指導支援してい
く。 

② 
 
 
 
 
 
 

・保護者と連携を図り、生
徒自らも家庭での携帯電
話・スマートフォンの使
用のルールづくりに取り
組む。 
 

保護者と連携した結果、家庭生活で
携帯電話等の使用のルールが守られ
ているとした保護者は 59％であり、
継続的に啓発していく。 
 
 
 

【努力指標】 
保護者が家庭内ルール
づくりと子どもに遵守
させることに努め、携
帯電話・スマートフォ
ン使用の規範意識を高
める。 
 

「家庭において、携帯電話・スマートフォン使用
のルールが守られている。」と答える保護者の割
合が 
Ａ：60％以上である。 
Ｂ：50％以上～60％未満である 
Ｃ：40％以上～50％未満である。 
Ｄ：40％未満である。 
 

Ｃ Ｄ は
具 体 的
な 改 善
策 を 検
討する。 

 
 
 
 
 

Ｂ 
（59％）
＊生徒(6) 

アンケートの結果を保護
者に知らせることで、共
通理解を持って指導した
ことで高評価であった。
今後も家庭内ルールの遵
守の継続に向けて保護
者・生徒会と連携してい
く。 
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③ 
 
 
 
 
 
 

・毎日登校指導をすると
ともに、全教員、生徒会、
ＰＴＡと連携した挨拶運
動週間を設定する。 
・授業規律としての挨拶
指導をする。 

教職員の 71％は生徒がしっかり挨拶
をしているととらえている。さらに
教職員が率先垂範して啓発普及に努
める必要がある。 
 
 
 

【成果指標】 
登校や授業等において
挨拶をしっかりする生
徒が増加する。 
 
 
 

「生徒は挨拶がしっかりできている。」と答える
教職員の割合が 
Ａ：70％以上である。 
Ｂ：60％以上～70％未満である。 
Ｃ：50％以上～60％未満である。 
Ｄ：50％未満である。 
 

Ｃ Ｄ は
具 体 的
な 改 善
策を検 
討する。 

 
 

Ａ 

（90％）

＊生徒(10) 

率先垂範して教職員全体

で指導したことで高評価

であった。今後も継続し

て指導するとともに生徒

会・ＰＴＡとも連携し、

挨拶運動等の取り組みを

実施していく。 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

・日常的な教室の点検や

保健委員による定期的な

美化活動や環境衛生に努

め、整理整頓の習慣化を

図るために、机ロッカー

すっきり週間を設定す

る。 

生徒の 91％が整理整頓を心がけてい

るものの、自主的・主体的な実践が

できない生徒がまだ多い。新型コロ

ナウイルス感染症対策等を徹底す

る。 

 

 

 

【成果指標】 

教室や身のまわりの整

理整頓、健康で安全な生

活を送る行動を自主的

に実践する生徒が増加

する。 

 

 

「教室や身のまわりの整理整頓を自主的に実践

し、健康で安全に生活しようと努力をしてい

る。」と答える生徒の割合が 

Ａ：80％以上である。 

Ｂ：70％以上～80％未満である。 

Ｃ：60％以上～70％未満である。 

Ｄ：60％未満である。 

 

Ｃ Ｄ は

具 体 的

な 改 善

策 を 検

討する。 

 

 

 

 

Ａ 

（96％）

＊生徒(14) 

保健委員による日常的な

啓発活動により、生徒の

整理整頓や感染防止への

意識を高めることが継続

してできている。今後

も、コロナ禍における保

健教育及び保健委員によ

る啓発活動を継続し、生

徒のさらなる意識の高揚

と行動変容を目指した

い。 

４ 地域との連携 
地域との連携や

情報発信に努め、
地域から愛され信
頼される学校づく
りを推進する。 
【「県指定産学連
携事業」「町福祉施
設等」との連携】 
 
 

① 
 
 
 
 
 
 
 

・ホームページの充実や
志賀高便り等の配付物に
よる情報発信の強化を図
る。 
 
 
 
 

本校の教育活動を理解している保
護者は 78％であり、一層強化に努め
る。 
 
 
 
 
 

【成果指標】 
学校の様子を外部に積
極的に発信する。 
 
 
 
 
 

「ホームページや志賀高だより等の情報発信
が積極的に実施され、学校の取組がよく分かり、
本校の教育活動が理解できた。」と答える保護者
の割合が 
Ａ：80％以上である。 
Ｂ：70％以上～80％未満である。 
Ｃ：60％以上～70％未満である。 
Ｄ：60％未満である。 

Ｃ Ｄ は
具 体 的
な 改 善
策 を 検
討する。 
 
 
 
 

Ａ 
（82％）
＊保護者(8) 

ホームページやメール一
斉配信システム（ｺﾗﾎﾞ
ﾙ）により本校の教育活
動や保護者連絡をタイム
リーに配信することがで
きた。今後も更に情報発
信に努めたい。 

② 
 
 
 
 
 

・関係機関等と連携した
教育活動を充実させる。 
 
 
 

本校に入学させて良かったと思う
保護者が 51％である現状を踏まえ、
教職員が学校経営の一員として当
事者意識を持つ。 
 
 

【努力指標】 
地域・保護者と連携し、
地域から信頼される学
校づくりに積極的に取
り組んでいる。 
 

教職員の地域交流への関心が高まり、地域に支
えられている学校づくりに、 
Ａ：積極的に取り組んでいる。 
Ｂ：取り組んでいる。 
Ｃ：あまり取り組んでいない。 
Ｄ：取り組んでいない。 

ＡＢの
合計が
８０％
未満の
場合、
改善策
を検討
する。 

Ａ 
(95％) 
＊教職員

(16) 

コロナ禍において相互理
解をしながら、教職員が
地域と連携し本校の特色
ある活動を発信すること
ができた。今後は学校説
明会などあらゆる機会を
捉え企業等との連携を図
る。 

５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教職員多忙改善 
 時間管理を意識
し、業務分担と協
力体制により、業
務の効率化を図
る。 
【教職員一人一人
が主体的・有機的
に「繋げる」】 
 
 
 

①
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・教職員の働き方を更に
見直し、担当業務に対し
てタイムマネジメントを
徹底し、業務の平準化に
取り組み、時間外勤務の
縮減を図る。 
 
 
 
 
 
 

本校教職員の超過勤務時間は県の平
均レベルではあるものの、特定の個
人の超過勤務が課題である。 
業務の平準化やタイムマネジメント
を図りたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

【成果指標】 
担当業務対する、見通し
を持ち、タイムマネジメ
ントを意識して、時間外
勤務の縮減を図る。 
 
 

「タイムマネジメントを意識し、業務に見通し
を持って取り組み、超過勤務の縮減が達成でき
た。」と考える度合いが 
Ａ：十分達成できた。〈前年比月－15h超〉 
Ｂ：概ね達成できた。〈同比－5～15〉 
Ｃ：変わらない〈同比 0～－5〉 
Ｄ：達成できなかった。〈同比贈加〉 

ＣＤの
合計が
５０％
は具体
的な改
善策を
検討す
る。 

Ａ 
(90％) 
＊教職員

(19) 

ＡＢの合計が、前年同時
期 62％から 90％と改善
している。今後一人ひと
りがタイムマネジメント
を意識して、更に超過勤
務の削減に取り組む。 

【努力指標】 
各課・学年主任が時間管
理や業務の平準化に積
極的に取り組んでいる。 
 
 

各課・学年主任が分掌業務の平準化に、 
Ａ：積極的に取り組めた。 
Ｂ：取り組めた。 
Ｃ：あまり取り組めなかった。 
Ｄ：ほとんど取り組めなかった。 
 

ＡＢの
合計が
８０％
未満の
場合、
改善策
を検討
する。 

Ａ 
(90％) 
＊教職員

(20) 

ＡＢの合計が、前年同時
期 83％から 90％と改善
している。これからはＡ
の割合がより増加するよ
う見通しを持った業務遂
行に取り組む。 



  

 


